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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】令和3年2月25日(2021.2.25)

【公開番号】特開2020-15662(P2020-15662A)
【公開日】令和2年1月30日(2020.1.30)
【年通号数】公開・登録公報2020-004
【出願番号】特願2019-190646(P2019-190646)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ   3/247    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ    3/247    　　　　
   Ｇ０２Ｂ    1/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年1月14日(2021.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
フツリン酸ガラスからなる光学ガラスであって、
ＮａＯＨ水溶液中に１５時間浸漬したときの単位面積当たりの質量減少量ＤＮａＯＨが０
．２５ｍｇ／（ｃｍ２・１５ｈ）未満であり、かつ
アッベ数νｄと部分分散比Ｐｇ，Ｆとが下記（４）式：
　Ｐｇ，Ｆ　＞　－０．０００４νｄ＋０．５７１８　　　・・・（４）
を満たす光学ガラス。
【請求項２】
Ｎｂ５＋を１．０カチオン％以上含む、請求項１に記載の光学ガラス。
【請求項３】
Ａｌ３＋およびＮｂ５＋を合計で１０カチオン％以上含む、請求項１または２に記載の光
学ガラス。
【請求項４】
Ｏ２－の含有量が１０～８５アニオン％であり、かつＦ－の含有量が１５～９０アニオン
％である、請求項１～３のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項５】
Ｍｇ２＋、Ｃａ２＋、Ｓｒ２＋およびＢａ２＋からなる群から選ばれるアルカリ土類金属
成分を少なくとも一種含み、かつＭｇ２＋、Ｃａ２＋、Ｓｒ２＋およびＢａ２＋の合計含
有量が２０カチオン％以上である、請求項１～４のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項６】
Ｐ５＋およびＮｂ５＋の合計含有量に対するＯ２－の含有量のモル比（Ｏ２－／（Ｐ５＋

＋Ｎｂ５＋））が３．０以上である、請求項１～５のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項７】
Ｐ５＋の含有量が５～４０カチオン％であり、かつＡｌ３＋の含有量が５～４０カチオン
％である、請求項１～６のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項８】
Ｌａ３＋、Ｇｄ３＋、Ｙ３＋、Ｌｕ３＋およびＹｂ３＋からなる群から選ばれる希土類成
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分を少なくとも一種含み、かつＡｌ３＋の含有量に対するＬａ３＋、Ｇｄ３＋、Ｙ３＋、
Ｌｕ３＋およびＹｂ３＋の合計含有量のモル比（（Ｌａ３＋＋Ｇｄ３＋＋Ｙ３＋＋Ｌｕ３

＋＋Ｙｂ３＋）／Ａｌ３＋）が０．３以下である、請求項１～７のいずれか１項に記載の
光学ガラス。
【請求項９】
アルカリ金属成分の含有量が１カチオン％以上であり、かつＬｉ＋の含有量が２０カチオ
ン％以下である、請求項１～８のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項１０】
原子％で表示されるガラス組成において、Ａｌ３＋の含有量に対するＯ２－の含有量の比
（Ｏ２－／Ａｌ３＋）が１０未満である、請求項１～９のいずれか１項に記載の光学ガラ
ス。
【請求項１１】
アッべ数νｄが４５以上である、請求項１～１０のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項１２】
下記（１）～（４）：
（１）波長４００ｎｍ～７００ｎｍ、厚さ１０ｍｍにおける内部透過率が９６．５％以上
、
（２）ＤＡが０．３５％未満、
（３）ＤＳＴＰＰが０．４０ｍｇ／（ｃｍ２・ｈ）未満、
（４）Ｄ０が５．０×１０－３ｍｇ／（ｃｍ２・ｈ）未満、
の少なくとも１つを満たす、請求項１～１１のいずれか１項に記載の光学ガラス。
【請求項１３】
請求項１～１２のいずれか１項に記載の光学ガラスからなる光学素子。
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